
「ワールド・コラボ・フェスタ 2025」を開催しました！　　　   ▶▶▶▶▶

　10 月 25 日（土）・26 日（日）の 2 日間、オアシス 21 で「ワー
ルド・コラボ・フェスタ 2025」を開催しました。あいにくの雨模
様となりましたが、前回を上回る約 62,000 人の方にお越しいた
だきました。
　今年もブース出展は 22 団体、ステージ出演は 58 団体と、多く
の団体にご参加いただき、多彩なプログラムが展開されました。
訪れた方々が世界の多様な文化や幅広い取り組みや活動に触れ、
つながりを感じる 2 日間となりました。
　オープニングでは、
南 山 大 学 応 援 団 チ ア
リーダー部「KOALAS」

の皆さんが登場し、明るく元気なパフォーマンスでスタートを華
やかに盛り上げてくれました。
　また、今年も土曜日には「おいしい抽選会」、日曜日には「大抽
選会」を開催しました。雨の中にもかかわらず多くの方にご参加
いただき、当選発表のたびに歓声や笑顔が広がりました。ご家族
や友人同士で楽しむ姿も多く見られ、会場全体がにぎやかで和や
かな雰囲気に包まれました。

◆ AIA の出し物
●ブース  「国旗展示と折り紙ワークで、アジアの世界に触れてみよう」

　ここ愛知では、2026 年に国際的なスポーツ大会の開催が予定さ
れています。その機会にあわせて、アジア 26 の国と地域への関心
を高め、楽しみながら学べるよう、国旗紹介展示と折り紙ワーク
ショップを実施しました。展示では、国旗の成り立ちやデザイン
の意味、国技や国民的スポーツ、応援の言葉などを紹介し、国旗
クイズにも挑戦していただきました。また、来場者には「パスポー
ト風冊子」を配布し、アジアの国々を巡るように学べる内容とし
ました。子どもたちは国旗シール集めに夢中になり、大人の参加
者の中では、特に男性の方がご自身の知識を確かめながらクイズ
に真剣に取り組む姿が印象的でした。
　ワークショップでは、４ つの国をイメージしたモチーフの折り紙
を体験していただき、親子連れを中心に多くの方が参加し、交流
が生まれるにぎやかなブースとなりました。今回の取組を通して、
身近で多様なアジアの国や地域への理解と親しみが深まれば嬉し
く思います。

●ステージ企画「ブラジル人元力士から見た日本」

　ブラジル出身の元力士クリスチアーノ・ルイス・デソウザ氏を
お迎えし、「多文化共生」をテーマとしたトークショーを開催しま
した。
　元力士で、相撲に特化した芸能事務所の代表である田代良徳氏
が進行を務めました。最初は緊張気味なクリス氏でしたが、田代
氏の軽快なトークで緊張がほぐれ、日本での暮らしや相撲界での
体験、引退後の活動などについてユーモアを交えて語りました。
二人の息の合った掛け合いにより、会場は終始和やかな雰囲気に
包まれ、ご来場の皆さまにとっても温かく心に残る時間となりま
した。

　会場にお越しいただいたみなさま、ご参加いただいた出展・出演団体のみなさま、そしてこのイベントを
支えてくださったすべての方々、ありがとうございました。

▲折り紙でパンダを折る子どもたちの様子

▲トークショーの様子（クリス氏（左）と田代氏（右））

▲国旗クイズに挑戦する親子の様子

▲抽選会の様子
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A A だ よ りI （公財）愛知県国際交流協会の主催・共催事業などをお知らせするページです（公財）愛知県国際交流協会の主催・共催事業などをお知らせするページです




